
 

 

 

 １２月１７日（水）、クマの出没が相次ぐ中、岩泉町内の教育・保育施設に通う子どもたちに熊よ

けの鈴が配られました。岩泉小学校では全校児童が体育館に集まり、猟友会の会員からクマよけの

鈴の効果を学んだあと、町の職員と教師から一人一人に鈴が配られました。中居町長はじめ町の職

員の皆様には朝早くからご参列いただき、岩泉町危機管理課佐々木課長の進行のもと、無事「熊鈴

贈呈式」を終了しました。この「クマ鈴」は岩泉町とアウトドアに関する協定を結ぶ総合アウトド

アメーカー「モンベル」が「ふるさと納税」として収めたもので、クマの足跡や顔がデザインされ

ています。 
 「クマ鈴」は町内にあるこども園や小・中・高校に通う子どもたちに配布されるということです。

ぜひ、登下校の際にご活用いただければ幸いです。思いがけないちょっと早いクリスマスプレゼン

トに子供たちは大喜びでした。 
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文責 校長 宮本 和典 

 熊鈴贈呈式 ～モンベルさんからの贈り物～ 

ご家庭でも大掃除を！ 
 12 月 8 日(月)から４日間、期末大掃除がありました。日頃お世
話になっている校舎をすみずみまできれいにする活動です。子供
たちはしっかりと膝を床につき、雑巾を上手に使って横ぶきで教
室や廊下の床をピカピカに磨きました。岩泉小学校は雑巾がけの
上手な子供たちが多いです。ぜひ、ご家庭でも「床みがいて頂戴」
と声をかけてください。家族の一員として、大掃除の力になってく
れるはずです。年末、家族みんなでお家の大掃除はいかがですか。  

1. 大掃除は“イベント化”する 
2. 役割は“できる人が、できる時に、できることを” 
3. 完璧主義を捨てる──プロのレベルを目指さない 
4. “時間の枠”を決めて短期決戦にする 
5. 作業前に“目的”を一言だけ共有する 
6. “成果がわかりやすい場所”を担当してもらう 
7. 仕上げは“称賛”と“ご褒美”で締める 

サイト「家族を巻き込む大掃除──7 つのコツ」より 



 

１１月２２日（土）～２４日（月）に開催された町民文化展に本校児童の作品も多数出品され

ました。部門ごとの各賞に選ばれた皆さんを紹介します。国語や図画工作の学習を通して、子供

たちはたくさんの表現活動に取り組んでいます。今年度もたくさんの頑張りを見せてくれまし

た。ここには紹介しきれないほど、多くの子供たちが思い思いの作品を残してくれました。受賞

作品は、南校舎１階、校長室前廊下に展示しましたので、来校の際にぜひご覧ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
岩泉小学校では、ペップトーク（前向きな言葉がけ）を積極的に取り入れた教育活動を実践し

ております。その一環で取り組んでいるペップ標語作り。今年度も子供たち全員で取り組みまし
た。学校運営協議会の皆様の厳選な審査の結果、以下の通りとなりました。 

優秀賞 優良賞 

町民文化展入賞者紹介 

ペップ標語コンクール 


